セルロースナノファイバーの熱伝導特性の解明 by 上谷 幸治郎
 
※ホームページ等で公表します。（様式１）  






研 究 代 表 者 





上谷  幸治郎     印   
 
研  究  課  題  セルロースナノファイバーの熱伝導特性の解明  
研  究  期  間  
 
２０１４  年  度  
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 天然ポリマーであるセルロースは、樹木細胞壁などで幅 3~20 nmのセルロースミクロ














れ、 1 ) CNFの潜在的な高熱伝導性が示唆されている。シーズ材料である CNFの用途拡
大に対し、 CNFそのものの熱伝導特性を解明することは急務の課題となっている。  
 一般的に、ポリマーは熱伝導性が低く断熱性を示すが、分子配列に規則性を持たせる
結晶化により高い熱伝導性を発揮することが知られる。例えばポリエチレンは、極度に







相関が示されている。 3 ) 本研究で対象とする CNFは、天然ポリマーでありながらアラ











適用することで CNF材料の熱伝導特性を評価した。  
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